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［背景・ねらい］ 
平成 15 年 8 月に品種登録された秋咲きアリウム｢オータムヴィオレ｣は切花用の品種で

ある。秋咲きのアリウムは種類が少なくガーデニング用としても有望で、鉢植えや花壇用

としての需要が見込まれる。そこで、小型の野生種であるキイイトラッキョウを育種素材

として鉢物・花壇用品種を育成した。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．育成の経過 

1997 年にラッキョウ｢ラクダ系福井在来｣を種子親としてキイイトラッキョウを交雑し、
子房培養により雑種個体を得て、系統選抜により｢オータムヴィオレミニ｣を育成した。

2000 年から 2003 年の 3 年間、特性検定を行い、その優秀性が認められたので、2004 年 3
月 9 日に品種登録出願を行った。 
 
２．特性の概要 
１）花茎は 25cm 程度と短くかつ細い。花茎の数は 1 株あたり 8 本程度あり、小型であ
るため鉢物や花壇用植栽に適する（表１、図 1）。 

２）花序径は 35mm 程度と小さいが、小花数はラッキョウよりはるかに多い。花弁の色
は鮮紫（JHS8605）でラッキョウや｢オータムヴィオレ｣の明赤味紫（JHS8905）に比
べてやや濃い（表１、図 2）。 

３）開花始めは 10 月 15 日頃で（表１）、観賞期間は 20 日以上ある。 
４）分球によって容易に増殖する。 

 
［成果の活用面・留意点］ 
１．開花後、球根を掘り上げて 1 球ずつに分球して植え替えると、翌年秋に開花する。 
２．毎年植え替えを行うと花は大きく花茎数も多くなるが、花壇植えの場合には植えたま

までも 3 年間は観賞できる。 
３．球根や苗の販売に供するための増殖に当たっては福井県の許諾が必要で、当面県内農

家に栽培を限定する。 



表１ オータムヴィオレミニ、オータムヴィオレ、ラッキョウの開花特性比較 

                         植付け 開花始め      花茎        花序      小花      花弁色     

品種            球重       長さ   径   数   縦径  横径  数   径   (JHSカラー  

                 (g)    (月/日)   (cm)    (mm)            (mm)  (mm)           (mm)    チャート番号）             

オータムヴィオレミニ         2.7    10/15    26.5     2.2     8.5      32     35      61      8.3     鮮紫(8605)        

オータムヴィオレ             7.5    10/26    48.2     3.8     3.8      60     65      87      9.9    明赤味紫(8905)     

ラッキョウ(ラクダ系福井在来) 9.2   10/25     38.3     3.0     2.5      46     52      34     10.4    明赤味紫(8905)      

 定植時期：2003年12月5日 栽植法：畝幅125cm、株間20cm、条間20cm、3条植え 

 施肥量(成分量kg/a)：N 2.0、P２O5 2.2、K２O 2.0                                            

                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    

図１ オータムヴィオレ(左)とオータムヴィオレミニ(右)の草姿(バーは50cm) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 オータムヴィオレ(左)とオータムヴィオレミニ(右)の花序 
 


